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　８月１日から高知市の高知県森連会館においてはじまりました。
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森林作業道現地踏査

森林施業の実行監理演習
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准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
（
第

一
週
目
）
が
、
八
月
一
日
か
ら

高
知
市
の
高
知
県
森
連
会
館

に
お
い
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

研
修
に
は
、
四
国
四
県
の
県
職

員
が
一
五
名
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
の
講
師
は
、
林
野
庁
職

員
、
四
国
森
林
管
理
局
職
員
、

大
学
教
授
等
及
び
団
体
職
員
等

で
す
。

　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
は
、
平

成
二
三
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た

な
森
林
計
画
制
度
の
下
で
、
市

町
村
が
策
定
す
る
市
町
村
森
林

計
画
や
、
森
林
所
有
者
等
が

策
定
す
る
森
林
経
営
計
画
の

認
定
・
実
行
監
理
な
ど
を
支

援
す
る
県
や
国
有
林
の
職
員

で
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
こ

れ
ら
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
育

成
す
る
た
め
に
二
三
年
度
に

研
修
（
第
一
週
目
及
び
第
二

週
目
）
を
二
回
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
開
講
式
で
は
、
四
国

森
林
管
理
局
長
の
激
励
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
は
、
森
林
・
林

業
再
生
プ
ラ
ン
の
概
要
、
市
町

　
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
の
開
催
に
つ
い
て

〈
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
・
指
導
普
及
課
〉

　
国
有
林
野
事
業
安
全
週
間
を
終
え
て〈

職
員
厚
生
課
〉

村
森
林
整
備
計
画
の
概
要
、
森

林
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
（
森
林
の
役

割
区
分
）
と
森
林
施
業
の
考
え

方
、
路
網
と
作
業
シ
ス
テ
ム
の

講
義
や
、
森
林
施
業
の
実
行
監

理
演
習
、
市
町
村
森
林
整
備
計

画
演
習
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

森
林
施
業
の
実
行
監
理
演
習

で
は
、
嶺
北
森
林
管
理
署
管
内

の
高
知
県
い
の
町
奥
南
川
山
国

有
林
を
実
習
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、
帯
状
や
群
状
に
伐
採
し
、

植
栽
し
た
複
層
林
試
験
地
な
ど

を
見
学
し
、
森
林
作
業
道
の
作

設
等
に
つ
い
て
も
、
現
地
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
町
村
森
林
整
備

計
画
演
習
で
は
、
本
山
町
の

国
有
林
を
事
例
と
し
て
森
林

の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
演
習

を
実
施
し
ま
し
た
。
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
は
、
中
立
的
な
立
場

で
地
域
の
森
林
を
水
源
か
ん

養
機
能
な
ど
の
公
益
的
機
能

と
木
材
生
産
機
能
に
区
分
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
説
明
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
一
五
名
の
研
修
生

は
、
九
月
五
日
か
ら
九
日
に
開

催
さ
れ
る
研
修
（
第
二
週
目
）

を
受
講
し
た
後
、
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
と
し
て
、
市
町
村
森
林

整
備
計
画
の
策
定
等
の
支
援

業
務
を
行
い
な
が
ら
地
域
の

森
林
づ
く
り
の
全
体
像
を
描

く
と
と
も
に
、
市
町
村
が
行

う
行
政
事
務
の
実
行
支
援
を

通
じ
て
、
森
林
所
有
者
等
に

対
す
る
指
導
等
を
行
う
人
材

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

国
有
林
野
事
業
安
全
週
間
中

の
取
組
み
と
し
て
、
局
署
等

に
お
い
て
職
員
参
加
に
よ
る
安

全
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
職

員
一
人
一
人
の
安
全
意
識
を
高

め
、
決
意
を
新
た
に
災
害
の
未

然
防
止
を
誓
い
ま
し
た
。

　

局
に
お
い
て
は
、
週
間
の
初

日
に
局
長
と
三
部
長
に
よ
る
安

全
旗
の
掲
揚
、
週
間
中
に
は
各

課
輪
番
制
に
よ
る
安
全
旗
の
掲

揚
を
行
い
、
安
全
意
識
の
高
揚

に
努
め
ま
し
た

　

ま
た
、
七
月
一
日
の
局
の
安

全
大
会
で
は
、
局
長
よ
り
災

害
の
発
生
状
況
、
労
働
災
害
防

安全大会（交通講話）

市町村森林整備計画演習
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止
の
責
務
及
び
交
通
事
故
防
止

の
取
組
等
の
訓
示
を
受
け
る
と

と
も
に
、
高
知
警
察
署
岡
交
通

課
長
よ
り
「
交
通
事
故
の
実

態
等
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
話
が
行
わ
れ
、
交
通
事
故

の
発
生
状
況
や
最
近
の
道
交

法
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
、
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

車
載
カ
メ
ラ
の
映
像
に
よ
り

交
通
事
故
の
実
態
が
示
さ
れ

職
員
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

各
署
等
に
お
い
て
も
工
夫

を
凝
ら
し
た
行
事
を
実
施
し
、

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
週
間

中
の
取
組
を
契
機
と
し
て
、

「
安
全
第
一
」
を
共
通
の
認
識

と
し
て
今
後
の
安
全
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

請
負
事
業
体
の
重
大
災
害

の
発
生
が
三
年
度
連
続
と

な
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
現
在
事

業
実
行
中
の
事
業
体
を
対
象

に
、
八
月
八
日
、
九
日
の
両
日
、

緊
急
安
全
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

会
議
に
お
い
て
は
、
重
大
災

害
は
も
と
よ
り
、
一
歩
間
違
え

ば
重
大
災
害
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
、
転
落
・
転
倒
等
の
災
害

に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
・
対
策

等
及
び
留
意
事
項
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
類
似
災

害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、

会
議
の
趣
旨
を
各
事
業
体
の

現
場
作
業
員
ま
で
周
知
徹
底
を

行
う
な
ど
、
発
注
者
・
受
注
者

の
互
い
の
認
識
の
共
有
を
図

り
、
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
緊
急
安
全
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

〈
販
売
課
〉

　

七
月
五
日
、
高
知
県
土
佐
市

立
山
の
手
保
育
園
に
お
い
て
、

森
林
教
室
と
木
工
教
室
及
び
木

を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
遊
び
に
、

親
子
一
六
組
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
前
年
度
、
地
域

の
祭
り
「
第
六
回
山
の
手
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
の
体
験
学
習

コ
ー
ナ
ー
の
一
つ
と
し
て
四
国

森
林
管
理
局
が
実
施
し
た
、
木

を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
遊
び
及
び

木
工
教
室
を
園
長
さ
ん
が
見
学

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
依
頼
が

あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

森
林
教
室
で
は
、
紙
芝
居
を

使
っ
て
森
林
の
働
き
等
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
木

工
教
室
で
は
、
木
の
枝
等
を

使
っ
て
「
無
事
カ
エ
ル
の
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
」
を
作
製
し
ま
し

た
。
園
児
及
び
保
護
者
の
方

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
の
出
来
映
え
に
満
足
し

た
様
子
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
木
製
の
国
際
森
林

年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
パ
ズ
ル
や
、
け

ん
玉
ゲ
ー
ム
」
な
ど
、
ま
た
、

木
製
ゴ
ム
て
っ
ぽ
う
射
的
大
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
園
児

及
び
保
護
者
に
対
し
て
森
林
の

働
き
及
び
木
の
良
さ
、
大
切
さ

を
遊
び
を
通
し
て
学
ん
で
も
ら

う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
国
有

林
野
事
業
の
Ｐ
Ｒ
の
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　『
保
育
園
親
子
森
林
教
室
』
の
開
催

〈
指
導
普
及
課
〉

緊急安全会議

木工教室
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校
庭
の
木
も
二
酸
化
炭
素

を
貯
め
て
る
ん
だ

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

七
月
一
四
日
、
土
佐
清
水
市

立
清
水
小
学
校
の
五
年
生
七
六

名
を
対
象
に
森
林
教
室
を
行
い

ま
し
た
。

　

森
林
が
二
酸
化
炭
素
を
固

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
学
習
す

る
た
め
、
ま
ず
、
当
セ
ン
タ
ー

職
員
か
ら
木
が
二
酸
化
炭
素
と

水
を
吸
収
し
、
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
て
光
合
成
を
す
る
こ
と

で
木
の
中
に
炭
素
を
貯
め
て
い

る
こ
と
や
、
そ
の
こ
と
に
よ
り

温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
を
減
少
さ
せ
、
地
球
の
温

暖
化
防
止
に
役
立
っ
て
い
る
こ

と
を
絵
や
「
CO2

の
カ
ン
ヅ
メ
」

(

木
星
会
・
森
の
教
材)

を
使
っ

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
校
庭
に
あ
る
木
の

大
き
さ
を
直
径
巻
尺
や
検
測
竿

（
木
の
高
さ
を
測
る
器
具
）
、
三

角
定
規
な
ど
を
使
っ
て
測
り
ま

し
た
。
検
測
竿
や
三
角
定
規
で

測
っ
た
結
果
を
、
デ
ジ
タ
ル
測

高
器
で
確
認
し
て
み
る
と
、
ほ

ぼ
正
確
だ
っ
た
の
で
、
思
わ
ず

感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
す
。

　

校
庭
の
木
が
ど
の
く
ら
い
の

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
い

る
か
を
、
木
の
大
き
さ
を
パ
ソ

コ
ン
に
入
力
し
て
計
算
し
ま

し
た
。

　

児
童
は
、
普
段
は
目
に
見
え

な
い
二
酸
化
炭
素
の
量
を
計
測

す
る
こ
と
に
戸
惑
い
を
隠
せ
な

い
様
子
で
し
た
が
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
木
や
森
林
が
役
立
っ

て
い
る
こ
と
を
、
少
し
理
解
し

て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。
（
以

下
、
児
童
と
職
員
と
の
や
り
と

り
）

職
員 

「
と
こ
ろ
で
土
佐
清
水
名

産
の
宗
田
節
を
作
る
た
め

に
は
薪
を
た
く
さ
ん
燃
や

す
け
ど
、
せ
っ
か
く
木
が

貯
め
た
二
酸
化
炭
素
を
出

し
て
し
ま
う
ね
え
」

児
童
「
薪
は
燃
や
さ
れ
ん
」

職
員 
「
け
ん
ど
、
薪
を
使
わ
ん

か
っ
た
ら
宗
田
節
は
で
き

ん
で
」

児
童 

「
ま
た
木
を
植
え
た
ら
え

い
が
よ
」

職
員 

「
そ
う
や
ね
え
。
薪
で
使

う
た
分
だ
け
木
を
育
て
た

ら
、
ま
た
二
酸
化
炭
素
を

吸
う
て
く
れ
る
き
ね
」

校
庭
の
木
の
炭
素
現
存
量

を
測
っ
た
よ

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

これで木の高さが測れる？

　

七
月
五
日
、
四
万
十
市
立
後

川
中
学
校
に
お
い
て
、
一
年
生

九
名
と
、
隣
接
し
て
い
る
利
岡

小
学
校
六
年
生
一
一
名
を
対
象

に
森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
」

と
し
て
、
森
で
作
ら
れ
た
栄
養

分
が
川
か
ら
海
へ
流
れ
、
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
や
昆
布
や
魚
の
栄
養

と
な
っ
て
お
り
、
森
が
豊
か
に

な
れ
ば
、
川
も
海
も
豊
か
に
な

る
こ
と
を
説
明
し
、
「
森
林
の

は
た
ら
き
」
と
し
て
、
水
を
蓄

え
る
は
た
ら
き
や
山
崩
れ
を
防

ぐ
は
た
ら
き
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
は
た
ら
き
等
が
あ
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
樹
木
が
二
酸
化
炭
素

を
吸
収
し
水
と
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
て
成
長
す
る
と
と
も

に
、
炭
素
を
固
定
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
炭

素
量
を
測
る
た
め
に
は
樹
木
の

体
積
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
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ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
観
察
会
と

ネ
ッ
ト
巻
き
作
業
を
行
う

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

七
月
一
六
日
、
高
知
中
部
森

林
管
理
署
管
内
の
白
髪
山
付
近

で
「
三
嶺
の
森
を
守
る
み
ん
な

の
会
」
と
高
知
中
部
署
が
主
催

す
る
樹
木
ネ
ッ
ト
巻
き
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
と
併
せ

て
徳
島
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

対
象
と
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害

観
察
会
と
ネ
ッ
ト
巻
き
作
業
が

行
わ
れ
、
当
署
も
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
行
事
は
、
三
嶺
周
辺
の

保
護
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
三

嶺
の
自
然
を
守
る
会
」（
暮
石
理

事
長
）
が
、
シ
カ
被
害
が
激
し

い
高
知
県
側
の
実
情
を
把
握
し
、

樹
木
の
保
護
に
協
力
し
よ
う
と

呼
び
か
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
朝
早
く
徳
島
市
を
出
発
し

た
一
行
二
八
名
は
白
髪
山
登
山

口
に
一
〇
時
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
同
行
し
て
い
た
だ
い

た
徳
島
県
自
然
保
護
協
会
の
森

本
会
長
か
ら
、
下
層
植
生
な
ど

が
失
わ
れ
る
と
、
森
全
体
が
衰

退
す
る
と
い
う
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ネ
ッ
ト
や
道
具

な
ど
を
担
い
で
、
ネ
ッ
ト
巻

き
作
業
を
行
う
白
髪
山
（
一
，

七
七
〇
ｍ
）
に
登
り
ま
し
た
。

途
中
の
サ
サ
原
で
、
「
三
嶺
の

木の直径を測定中

ボランティアによる樹木防護ネット運搬中

い
こ
と
、
測
定
の
た
め
の
道
具

と
し
て
、
輪
尺
・
直
径
巻
尺
・

測
竿
・
デ
ジ
タ
ル
測
高
計
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た

後
、
校
庭
に
移
動
し
、
イ
チ
ョ

ウ
や
モ
ミ
等
の
胸
高
直
径
と
樹

高
を
測
定
し
ま
し
た
。
中
学
生

は
昨
年
も
同
じ
授
業
を
受
け
て

お
り
、
測
定
器
具
も
上
手
に
使
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
初
め

て
、
職
員
手
作
り
の
三
角
定
規

を
使
っ
て
の
樹
高
測
定
も
行
い

ま
し
た
。

　

測
り
終
え
た
生
徒
達
は
、
再

び
教
室
へ
戻
り
、
炭
素
現
存
量

の
計
算
に
移
り
ま
し
た
。
算
出

す
る
た
め
に
、
枝
や
根
っ
こ
を

含
め
た
樹
木
全
体
の
体
積
を
求

め
た
後
、
乾
燥
時
の
重
さ
、
そ

の
中
の
炭
素
の
含
有
量
、
最
後

に
樹
木
が
吸
い
込
ん
だ
二
酸
化

炭
素
の
重
さ
を
求
め
ま
し
た
。

生
徒
達
は
、
係
数
が
連
続
す
る

計
算
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、

モ
ミ
の
木
（
胸
高
直
径
七
〇
㎝
、

樹
高
二
一
ｍ
）
が
六
．
二
二
ト

ン
の
二
酸
化
炭
素
を
固
定
し
て

い
る
こ
と
を
導
き
出
し
て
驚
い

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
を
通
し
て
校
庭
に

あ
る
木
も
二
酸
化
炭
素
を
固
定

し
、
地
球
の
温
暖
化
防
止
に
役

立
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

た
よ
う
で
す
。

ボランティアによる
樹木防護ネット取付中

ま
す
。
参
加
者
は
、
生
き
延
び

る
可
能
性
の
あ
る
樹
木
を
選
ん

で
、
熱
心
に
ネ
ッ
ト
巻
き
を
行

い
ま
し
た
。
二
時
間
足
ら
ず
の

作
業
で
し
た
が
、
ダ
ケ
カ
ン
バ

な
ど
、
一
二
二
本
の
樹
木
を
保

護
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

森
を
守
る
み
ん
な
の
会
」
の
依

光
代
表
か
ら
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害

の
経
過
や
現
状
に
つ
い
て
、
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

白
髪
山
周
辺
で
、
徐
々
に
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
被
害
が
深
刻
化
し
て

い
る
現
状
を
、
参
加
者
一
同
重

く
受
け
止
め
た
よ
う
で
し
た
。

　

白
髪
山
山
頂
で
昼
食
を
す
ま

せ
、
午
後
は
山
頂
付
近
の
樹
木

に
ネ
ッ
ト
巻
き
を
行
い
ま
し
た
。

す
で
に
モ
ミ
や
ウ
ツ
ギ
は
枯
れ

た
も
の
が
多
く
、
最
近
で
は
ダ

ケ
カ
ン
バ
や
カ
エ
デ
な
ど
も
食

害
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

　

当
日
は
、
新
聞
記
者
も
同
行

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

地
道
な
取
組
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
、
ま
た
、
社
会
に
対
し
て

理
解
と
協
力
を
求
め
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
当
署
と
し
て
も
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
今
後
と
も

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。



	 グリーン四国	 №1097	 2011（H23）8月号

― 6 ―

施
工
管
理
研
修
と

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
る

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

七
月
二
七
日
、
美
馬
市
木
屋

平
の
中
尾
山
高
原
体
育
館
で
、

平
成
二
三
年
度
徳
島
・
香
川
地

区
施
工
管
理
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
治
山
・

林
道
工
事
の
施
工
技
術
の
向
上

と
施
工
管
理
・
安
全
管
理
の
徹

底
を
目
的
と
し
て
、
（
社
）
高

知
林
業
土
木
協
会
が
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
治
山
工
事

の
発
注
量
が
多
い
当
署
も
積
極

的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
両
県
か
ら
約
一
三
〇

名
の
工
事
関
係
者
、
徳
島
署
・

香
川
所
の
担
当
者
が
参
加
し
、

主
催
者
挨
拶
に
続
い
て
、
徳
島

署
長
か
ら
優
良
工
事
と
無
災
害

施
工
の
徹
底
を
要
請
し
て
、
研

修
に
移
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
三
好
労
働
基
準
監
督

署
監
督
官
か
ら
労
働
安
全
に
関

す
る
講
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、

局
森
林
整
備
課
と
治
山
課
の
設

地
元
中
学
生
が
西
熊
山
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

七
月
一
一
日
、
香
美
市
立
大

栃
中
学
校
の
全
校
生
徒
四
二
名

と
教
諭
一
二
名
が
地
域
の
自
然

や
地
場
産
業
で
あ
る
林
業
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
西

熊
山
国
有
林
の
さ
お
り
が
原
を

中
心
に
森
林
環
境
学
習
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
、
二
村
署
長
か
ら

「
今
年
は
国
際
森
林
年
で
す
。

森
林
の
自
然
観
察
と
保
護
活
動

を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
森
林
を
散
策
し

な
が
ら
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
の
サ
イ
レ
ン
ト
ウ
ォ
ー
ク
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
を
行
い
ま

し
た
。
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
葉
の
匂

い
を
嗅
い
で
は
「
鰻
の
蒲
焼
き

だ
」
と
盛
り
上
が
る
な
ど
、
五

感
を
フ
ル
に
使
っ
た
自
然
観
察

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

さ
お
り
が
原
に
到
着
し
て
、

ま
ず
「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」

の
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
の
巨
木
を
見
学

し
ま
し
た
。
ト
チ
ノ
キ
の
巨
木

は
、
昼
前
か
ら
降
り
出
し
た
雨

の
た
め
、
見
学
を
中
止
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
環
境
学
習
の
メ
イ
ン

で
あ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
森
林
食

安全パトロール中

計
指
導
官
か
ら
治
山
・
林
道
工

事
の
施
工
及
び
施
工
管
理
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

参
加
者
か
ら
は
、
積
極
的
に
質

問
・
要
望
が
提
起
さ
れ
る
な
ど
、

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

翌
二
八
日
は
、
美
馬
市
営
平

成
荘
で
当
署
と
「
山
を
治
め
森

を
育
て
る
会
」
の
共
催
に
よ
る

安
全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
署
で
は
三
年
近
く
無
災

害
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
七
月
に
二
件
の
災
害
が
続
い

た
こ
と
か
ら
、
安
全
施
工
の
徹

底
に
つ
い
て
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
西
日
本
第
二
の
高

峰
、
剣
山
の
中
腹
で
実
施
さ
れ

て
い
る
見
の
越(

上)

の
工
事

現
場
に
移
動
し
、
林
業
土
木
協

会
と
合
同
で
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

治
山
工
事
の
現
場
は
、
自
然

環
境
や
施
工
条
件
が
厳
し
い
箇

所
が
多
い
中
、
今
後
と
も
こ
の

よ
う
な
機
会
を
活
用
し
、
技
術

力
の
向
上
と
労
働
安
全
の
確
保

を
図
り
な
が
ら
、
安
全
・
安
心

の
国
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

害
に
つ
い
て
、
被
害
の
現
状
や

対
策
等
を
川
口
流
域
管
理
調
整

官
が
説
明
す
る
と
、
生
徒
た
ち

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
班
に
分
か
れ
て
、

樹
木
を
シ
カ
の
食
害
か
ら
守
る

ラ
ス
（
防
護
ネ
ッ
ト
）
巻
き
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
雨
の
た
め
、
行
事
を

一
部
変
更
し
て
行
い
ま
し
た

が
、
森
林
に
親
し
む
良
い
き
っ

か
け
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

樹木に防護ネットを巻く生徒


